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「つたえること・つたわるもの」№214

〈いのち〉と〈からだ〉の社会学16

〈からだ〉との対話 その１

〈からだ〉は大切な「〈いのち〉の容れ物」

『整体 楽になる技術』（片山洋次郎著、ちくま新書、

2001年）のブックカバーには、【心理学で不安ととら

えられる現象は、整体では胸の緊張であり、腰椎をゆ

るめれば解消する。整体とワークショップで二〇年間

見つづけてきたかずかずの身体の物語から、（※西洋）

医学とは異なる身体像を提示し、気持ちのいいからだ

を手に入れる方法を紹介する】とあり、また序章には

【これから問題にする「身体」は、生きている身体自

らの〈内側〉から立ち上がる身体である。身体を内側

から生きるということ】と書かれています。

仙台市青葉区にある西島整体院（西島淳生院長＝片

山さんの弟子、harmonic bodywork）ホームページに、

片山洋次郎さんの略歴が載っていました。

1950年神奈川県川崎市生まれ。東京大学教養学部

中退。現在、「身がまま整体 気響会」主宰。20歳台

半ば、自身の腰痛をきっかけに〈整体〉に出会う。

その後、日本の整体の祖である野口晴哉（はるちか）

氏の「野口整体」の思想に触発されながら独自の整

体法の技術を作り上げる。『整体からみる気と身体』

（2006年、ちくま文庫）『自分にやさしくする整体』

（ちくま文庫、2009年）、『整体 楽になる技術』（ち

くま新書、2001年）、『骨盤にきく』（文藝春秋、2004

年）、『身体にきく』（文藝春秋、2007年）、『女と骨

盤』（文藝春秋、2021年）など多数の著作を出版し

ている。朝日カルチャーセンター（横浜教室）にて

不定期で「身がまま整体」ワークショップ（指導は

片山さんの弟子）を開催している。

私たち（患者）は、いままさに――目の前にいる自

分—―を、こころで意識している自分だけでなく、ここ

ろが気づいていない「もうひとりの自分—―無意識の自

分」がいます。

「こころ（意識している自分・現在意識）」には、見

栄を張ったり、嫌なことでもがまんする「頭脳知（ブ

レインワーク）」がありますが、「からだ（無意識の自

分・潜在意識）」には、勝手に（？）生きている、噓を

つけない身体知（フィジカルインテリジェンス）があり

ます。

今回からしばらくの間、東洋物療（鍼灸、整体など）

にかかわる「施術者」のからだ、「患者」のからだ、ふ

たつのからだの間に流れる、目には見えない「いのち」

のコミュニケーションについて考えてみましょう。

まず、片山さんの子どもが二歳のとき、高熱を出し

たときの体験から学ぶ「身体的コミュニケーションは

治療的である」という、深い洞察から……。

キーワードは「身体の相互作用」です。

（太字、下線表記は原山）

◆身体的コミュニケーションは治療的である

私の子どものひとりが二歳のとき、高熱を出した

ことがあった。体温計で測るとなんと四一度を超え

ている。あまりにも見たこともないような高熱だっ

たのと、たまたまデジタルの体温計だったので、壊

れているのではないかと思って、私自身の体温を測

ってみたところ、平熱を表示し、壊れてはいないと

いうことが分かった。そこでとにかくしばらく抱っ

こしていたのだが、体温計に対する疑念がまたわい

てきてもう一度自分の体温を測りなおしたら、三七

度台を示している。やはり壊れているに違いないと

思い、今度はそばにいた妻の体温を測ったら今度は

平熱を示す。（壊れてはいなかった。）そこで今度は妻

にも子どもを抱いてもらって、しばらくしてから再

び妻の体温を測るとやはり三七度くらいになってい

た。

そうこうしているうちに子どもの様子が変わって

きて、呼吸が楽そうになり、目つきもはっきりして

きたので、改めて体温を測りなおしたら三八度台に
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下がっていた。ついでなので他の子どもにも抱っこ

させてみたら、やはり抱っこしている側の体温が少

し上がるのである。それからは子育て中の人に、子

どもが熱が出たときはただ見ているよりは抱っこす

ることを勧めている。

抱っこしていると互いの身体の相互作用によって

身体の調整機能は高まる。抱っこしている側の体温

も上がるということは抱っこする側も何らかの反応

を自らの体内に起こすということである。（この場合

は私の体温は暫くしてもう一度測ったら下がってい

た。）

身体間のコミュニケーションがうまくいった時、身

体内の調整機能が高まる。逆にいえば身体の調整機能そ

のものが他者とのコミュニケーションのあり方に少な

くともある程度依存しているということである。

（『整体 楽になる技術』第一章「身体はメディアであ

る」30～31P）

次のキーワードは、施術者の〈からだ〉とクライエ

ント（受診者）の〈からだ〉、この二つの〈からだ〉が

出会う（スパークする）、あるいは「気のエネルギー場

（たとえば治療院の空間）を形づくる「生体的身体空

間と相互コミュニケーション」です。

◆整体的身体空間とコミュニケーション

生体は当然身体的コミュニケーションを基礎とす

る。その際相手の身体に対して整体の施術者が、ど

のような〈角度〉を取るかということ、また〈間合

い〉の取り方によって身体間の反応は変わってくる。

そのまえに、身体間でどのような反応が起きるの

かということを明らかにしておこう。まず一方的に

受ける側に反応が起きるわけではなく、「施術者」側

にも同時に反応が起きるということである。一番分

かりやすいのが、お互いにからだの中が「温かい」、

からだの表面が「涼しい」という反応である。場合

によっては最初に息苦しい、暑苦しい、といった反

応をする場合もあるが、やがて穏やかに温かくなり、

体表が涼しくなる、そして最終的にお腹の下のほう

が温かくなり、頭や腕・脚が涼しくなるというのが

基本的反応である。

このとき同時にからだの緊張が緩んで呼吸は深く

なっている。呼吸は始め次第に大きくなりやがて静

かで深い感じになる。このとき呼吸に伴う背骨の動

きを観察していると、まず一部の背骨の動きが大き

くなり始め、それが全体に広がって背骨全体が柔ら

かく動くようになる。

整体とは突き詰めていえば、このように呼吸が深く

滑らかになるように誘導することだといってもよい。

そのために様々な技術がありうるわけだが、その基

礎となるのが身体間の〈間合い〉（心理的距離間でも

ある）と向き合う〈角度〉（それによって間合いを変

化させることができる）のコントロールである。

（『整体 楽になる技術』第一章「身体はメディアであ

る」33～34P）

そして、相互コミュニケーションの重要なポイント

は、「〈間合い〉と〈角度〉が整体の生命」なのです。

片山さんは「指先の力が抜ける感じ」、「施術者の姿勢

の角度を変える」ことに注目しています。

◆〈間合い〉と〈角度〉が整体の生命

施術者がからだの何処かに触れると、うまくいけ

ばすぐに互いのからだの何処かが温かくなる。反応

が起きにくい場合、反応がよくなる適度な〈間合い〉

を探す必要がある。ちょうどよい間合いとはどうい

うものか、まずは施術者の側に反応が伝わるならば

その状態がよい〈間合い〉といえるが、そういう場

合施術者側の姿勢は楽な感じでリラックスできてい

る。うまくいかない場合は、何処か窮屈な感じがす

る。一番分かりやすいのは指先である。指先に力が

入ってしまっているのである。この指先の力を抜い

てやることでうまく行くことも多い。指先に力が入

ってしまうということは姿勢的バランスで言えば、
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重心が前がかり
．．．．

になっているということである。前
．

のめり
．．．

の姿勢になっているのである。この姿勢を直

してやってもよい。うまく行けばリラックスして指

先の力が抜ける。また、（指を動かしたりして）うま

く指先の力を抜くことによっても、逆に姿勢のバラ

ンスを変えることができる。

ところが姿勢を直してもまたすぐに元の窮屈な姿

勢に戻ってしまうこともある。そういう場合はどう

するか、相手に対するからだの角度を変えるのであ

る。具体的には、からだのどこかを捻（ひね）る。

基本的には上半身または下半身を捻って姿勢を変え

る。このことによって〈間合い〉が変わり、リラッ

クスするようになる。そして〈反応〉がはじまる。

（中略）

このような互いの間合い・距離感と、からだの緊

張と姿勢、互いの角度というものは、整体の場にだ

け特殊にあるわけではない。一般的にひととひとと

の間にあるものである。

たとえば重大なことや、込み入った難しい交渉で

話し合いをしているような場合、｢思わず肩に力が入

る｣という経験は誰にもあるだろう。私自身の経験で

も住宅ローンの契約をするときに、自分の姿勢がま

えに傾いたまま固まっているのに気がついて、我な

がら情けないような気分になって思わず笑ってしま

ったことを思い出す。｢借金の重み｣で胸やかたが緊

張し、姿勢が前がかり
．．．．

のまま固まっていたのである。

このようにお互いの間に緊張感がある場合、互い

の空間的距離が縮もうとする（＝姿勢は前に傾く）。

あるいは、その緊張を避けようとして姿勢を反らせ

ようとする。腕を組むこともよくあるが、これは胸

の緊張を緩めるためである。胸の緊張がゆるめば前

に傾いていた姿勢は元に戻ってゆったりすることが

できる。

そして姿勢的には微妙なので見た目には分かりに

くいが、角度を変えることも互いの緊張感を緩める。

（『整体 楽になる技術』第一章「身体はメディアであ

る」35～36P）

施術者の身体のなかで、最初に反応しやすいポジシ

ョン（胸の中央部が温かくなる）をモニターしながら、

自らの身体への気づきが相手とのコミュニケーション

を変えることを理解するといいます。

◆身体への気づきがコミュニケーションを変える

コミュニケーションの中で自らの身体を意識して

おく姿勢が自他の距離感に与える影響である。つま

り相手とのコミュニケーションに熱心であるほど相

手に近づきすぎやすい。それは相手に（とくにコミ

ュニケーションに困難を抱えている場合はなおさら）

圧迫感を与え、コミュニケーションを困難にする。

コミュニケーションはそういう場合、ホットである

より、クールである方が望ましい。そのクールでほ

どよい距離感を保つのに、自己の身体を（胸中央部

をアンテナにしながら）意識しておくことが役に立つ

というのである。（中略）

整体では身体間にほどよい反応が起こっているか

どうかを、「施術者」は自らの身体をモニターするこ

とによって確かめることができる。その場合最初に

反応しやすいのが胸（中央部が温かくなる）なので

ある。もちろん受ける相手が胸の緊張が強過ぎる場

合、受ける側が胸中央部が「温かくなる感じ」が分

かりにくいということはよくある。そのような場合

でも反応し始めていれば、「施術者」側は本能を感じ

とることが出来る。もし「施術者」が熱心でありす

ぎたり、「肩に力が入りすぎ」ていたりすると、反応

を感じにくくなってしまう。

また一所懸命やろうとするほど相手に過剰に意識

を向けすぎてしまう。この相手に過剰に焦点が合っ

ている状態になると、反応は止まってしまうか、互

いに気分が悪くなる。

私の場合、初期には相手のからだに視覚の焦点が

合うのを避けて、自分と相手の中間あたりか、相手
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のからだのさらに向こう側を見るような感じに意識

するように心がけていた。

（『整体 楽になる技術』第一章「身体はメディアであ

る」45～46P）

施術者が受診者の〈からだ〉を診るとき、たとえば

背骨の状態を施術者の手（掌）や指先で「触診（ふれ

る）」「動診（動かす）」することで、〈からだ〉全体の

協調、共鳴の働きを診る――身体の協調機能—―を観察

するのだといいます。

◆身体の協調機能――「身体の機嫌」に注目する

医学が日々進歩し、専門化、精緻化する一方で、

東洋医学や整体が主張するのは身体の全体性である。

最近では医学的にも、神経系と免疫系そして内分泌

系が複雑なネットワークを形成していることが明ら

かになりつつある。それを改めて統合的に把握する

必要性はより高まっている。それは、医学が個別の

病気の治療に特化するあまり、生の全体性・生の充

足感を損ねる傾向が生まれ、終末期医療のなかで問

われ始めた「クオリティ・オブ・ライフ」というこ

とや、「生命倫理」にもつながってくる問題である。

つまり「よりよく生きる」ということの中に、改め

て医学も位置付けなおされる必要があるということ

でもある。

ヨーロッパで生まれた科学が、心身を「別物」と

して扱うことから出発していることを考えると、身

体を機械論的に扱うのは当然の帰結ということにな

るだろう。機械というアナロジー（※ある事柄をも

とに、似ている別の事柄を推し量って考えること）で

いえば、機械は分解して、組み立てなおすことが出

来る。実際日本の自動車産業は欧米の自動車を分解

してコピーすることから始まったという話を聞く。

しかし生物に関する限り、完全にパーツに分解し

て組み立てなおすことは出来ない。細胞を培養する

ことは出来るが、細胞そのものを壊してしまったら

再生はできない。ＤＮＡは「生きている」細胞に入

れなければ働かない。最近では体細胞を「初期化」

してクローンを作る技術も出来たが、機械を組み立

てることとは本質的に違うものである。生物は基本

的に自己組織的であり、自分で自分を創り出す。外

から物理的に、その過程に様々な影響を与えること

は出来るが、この点では機械とどうしても違うので

ある。

身体を構成するあらゆる細胞や器官は基本的に互

いに協調して、一つの身体を生み出し続ける。ひと

つひとつの系の、個別の働きよりも、多くの系が能

動的に協調、共鳴するという、むしろ系と系の〝あ

いだ〟にある働きに焦点を合わせて身体の機能を見

ていくのが、もうひとつの方法なのである。

たとえばある背骨の状態を見るということは、身

体全体の共鳴の中に、どのように置かれているか、

その背骨に触れることが身体全体の動きにどう波及

して行くか、ということを観ているのである。背骨

が「歪む」のも身体全体の動きや変化の過程として

動的に捉えるということである。「慢性腎炎」である

場合を例に考えてみよう。腎機能を表す数値が同じ

ようでも、人によって「元気度」は実際にはかなり

違う。ひとつは腎機能にとって医学的に未知の要素

がある可能性。もうひとつは腎臓以外の身体の機能

がどう補完的に働くかという、身体全体の、協調機

能の活性度の違いである。ふつう腎臓に異常がある

と、腰椎３番が弾力を失う。その腰椎３番に弾力を

取り戻してやると、医学的意味での病状はそのまま

でも、随分元気になる場合がある。目に見えるとこ

ろでは、足腰に筋肉がついてくる。このような場合、

腰椎３番の弾力が、身体全体の協調性の、ひとつの

要になっていると考えられる。ただし腰椎３番が弾

力を失っている状態が、直ちに腎臓の異常を示して

いるわけではない。身体全体の働きの、ひとつの状

態を示しているのである。それは顔つきや表情に心

の状態が表れるのと同じである。身体全体としての
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機嫌のようなものを、身体そのものが表現している

ということである。この「身体の機嫌」をよくする

ことが、整体の技術である。

だとすれば次に、身体全体の協調性、共鳴性が高

い＝機嫌の良い状態とはどういうことか。それは身

体にとって、基本的に〝快〟であり、気持ちいい、

ということであるはずである。

（『整体 楽になる技術』第三章「身体観を整体する」

98～101P）

◆施術者自身が、まず自己改革を実現する

季刊誌『地球人』（帯津良一責任編集、ビイング・ネ

ット・プレス）企画編集顧問・井村宏次さん（生体エ

ネルギー研究所代表）は、『地球人』№11（2008年2

月29日発行）に寄稿した「ひらけゆくボディワークの

世界」のなかで、次のように書いています。

そもそもボディワークの「ワーク」とは、ボディ

（この場合は人体）の中に存在するエネルギーを移

動させる、という根本的な意味を持っている。すな

わち、人体内に正しく存在し流通しているエネルギ

ー流がアンバランスになった時、手技や運動、呼吸、

生活術の改良、心的エネルギーの正常化などの手技

を用いて正すという施術法なのである。

人と人との関係が希薄化の進む現代、この状況は

個人のこころと霊性、そして肉体との正しいエネル

ギー連鎖を妨げるファクターとなって働くことだろ

う。われわれが自然な笑いと存在することの喜びを

取り戻すために本流医学（※現代西洋医学）以外の〝

もうひとつの医療〟への期待がますます高まってい

くにちがいない。せっかちな金銭的成功を求める

人々はこの分野で働くのに向かない。それよりも『ス

ピリチュアル・レッスン』（井村宏次訳、ビイング・

ネット・プレス、2006年）の著者、Ｊ・アンジェロ

博士も言うように、ヒーラー（※施術者）自身がまず

自己改革を実現し、生きる目的を覚ったうえで、愛

豊かに病める人々、悩める人々の前に出ていくべき

であろう。そして、その方向のみがボディワークの

明るい未来を実現するだろう。

（『地球人』№11、「ひらけゆくボディワークの世界」51

ページ）

井村さんはまた、ボディワークという呼称は、代替

医療（Alternative Medicine）の別な呼称で、本流医学

（西洋医学）に対する「もうひとつの医療」の体系を

最初に打ち出したのは、アンドリュー・ワイル博士ら

ホリスティック医学の必要性を提唱する人々であった

と述べています。

1970年代にアメリカで始まったニューエイジ運動

は、それまでは日陰の存在であったインド文化の「ヨ

ガ」や「アーユルヴェーダ」医学が、西洋の文化や

価値観と異なる哲学的体系を背景に持ち、しかも人

間の健康や医療に大きく寄与するとして、「ホリステ

ィック医学」のメニューに加えたのであった。

（『地球人』№11、「ひらけゆくボディワークの世界」47

ページ）

なるほど、鍼灸、あんま、マッサージ、指圧、整体

など、東方物療（インド、中国など東方地域に伝わる

伝統医学の流れを汲む、さまざまな手技療法、温熱療

法、整体療法）の施術者にミッション（使命）は、大

切な「いのちの容れもの」である〈からだ〉に働きか

けて、楽しい（手伸しい）〈からだ〉、機嫌のよい快の

〈からだ〉を実現するためのアート（藝術）なのです。


